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秋田県における地域イノベーション
の推進について

平成２６年１月２５日
於：ベルサール八重洲

秋田県企画振興部学術国際局
学術振興課 科学振興・産学官連携班

鈴木 英一
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本日の内容

１ 地域イノベーションとは

２ 国の施策とその活用について

①経済産業省の地域イノベーション政策

②文部科学省の地域イノベーション政策

３ 県の施策について

・第２期ふるさと秋田元気創造プラン（素案）より

2

地域イノベーションとは

• イノベーションとは

新しい技術やアイディアから社会的意義のあ
る新たな価値を創造し、社会的に大きな変化
をもたらす人・組織・社会の幅広い変革。

↓
県レベルで実現したい
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経済産業省の地域イノベーション政策
• １）地域新産業の創出促進・基盤強化支援
・①地域新産業戦略推進事業（H24,25) → 該当なし

・②地域新産業創出基盤強化事業（H24)

→県総合食品研究センターへ食品分析機器導入

• ２）地域イノベーション創出に向けた研究支援
・①地域イノベーション創出研究開発事業費（～H23）

→H22  アケビの機能性食品素材及び化粧品素材としての研究開発

→H22 補正 酸化セリウム砥粒高速再生技術及びインプロセス処理装

置の開発

→H23  該当なし

・②地域イノベーション創出実証研究補助事業（H24）→ 該当なし

※地域に向けた資金が不足してきている 4

文部科学省の地域イノベーション政策

• イノベーションシステム整備事業

１）「地域イノベーション戦略地域」の選定

・地域イノベーションの創出に向けた地域の主体的かつ
優れた戦略や構想を支援

２）地域イノベーション戦略の支援
・戦略推進地域に選定された地域のうち、実現へ大きく貢献

すると認められる主体的・自立的な活動展開に対する支援
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平成２４年地域イノベーション戦略推進地域に
指定

 地域名：秋田元気創造イノベーション推進地域

 全体構想：秋田の強みを生かしたグリーン＆ライフイノベーション創出に
よる地域経済の活性化と安全安心な社会の実現

 イノベーション創出を目指す分野

・環境・資源・新エネルギー分野

・ナノテクノロジー・材料分野

・ライフサイエンス分野

 構成機関

・（産）秋田県商工会議所連合会、秋田県商工会連合会

・（学）秋田大学、秋田県立大学、秋田高専

・（官）秋田県

・（金）秋田銀行、北都銀行

・（総合調整機関）秋田県立大学
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秋田元気創造イノベーション推進地域
（活動計画）

１ 産学官連携による研究開発

・重点分野を特定した研究開発資金の獲得

・技術移転先を想定した研究開発の推進

２ 実用化、事業化を促進する活動

・企業コンソーシアムによる事業の推進

・金融機関との連携による事業化の促進

３ 人材育成活動及び成果の普及

・社会人や院生向けのイノベータ育成研修

４ 広域的な産学官連携体制・活動

・秋田産学官ネットワークを中心とした県内連携

・域外の産学連携機関との連携
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秋田元気創造イノベーション推進地域
（戦略目標値）

H22年 → H32年

• 特許出願件数 243 → 1,020件

• 事業化数 131 → 290件

• ベンチャー創出数 9 → 20社

• 企業集積数 30 →     190社

• 研究者・技術者の集積 270  →     330名

• 経済効果 +5,000億円

• 雇用創出効果 +7,000人
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地域イノベーション戦略支援プログラム

（H24～H28)

※戦略推進地域に選定された地域のうち、実現へ大きく貢献すると認めら

れる地域に対して地域の主体的・自立的な活動展開に対する支援

•テーマ：森林バイオマスの循環型利活用の実

践と森林管理の最適化

•実施内容：

1)木質バイオマス微粉砕技術の確立

2)木質バイオマス家畜飼料化技術の実用化

3)木材・プラスチック複合素材開発技術の実用化

4)バイオエタノール発酵技術の開発
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1)木質バイオマス微粉砕技術
• 県立大学が開発したタンデムリングミル型微粉砕機は、粉砕機内の複数
のリングが回転運動し、木質バイオマスを短時間で大量に微粉砕するこ
とが可能な機械であり、毎時１トンを粉砕する基礎研究がほぼ完了し、実
用化を目指す
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2)木質バイオマス家畜飼料化技術
（秋田高専＋畜産試験場）

• スギ間伐材等を微粉砕してペレット状（直径7～10mm、長さ
5～10mm)に成形した牛の木質飼料ペレット製造する技術
を確立する。

• 安全で有効に乳牛に給与するための飼料設計を行い飼育
試験を行う（トウモロコシとの差別化）。

• 課題は製造コスト（工場渡価格

40円/kg)、消化率80%を目標

• 畜産経営の安定と林業振興に

寄与。
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3)木材・プラスチック複合素材開発技術

• 開発機関：県立大学木材高度加工研究所

• 化学修飾された微粉砕木材とプラスチックと
の混練技術、射出成形による複合材製造技
術、量産技術の開発を進め、建築外構部材、
自動車用部材の生産を目指す。

• 特徴：①高い耐久性（従来品の５倍以上）

②高い不燃性（従来品の３倍以上）

③消臭機能等を付加
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4)バイオエタノール発酵技術

• 開発機関：県総合食品研究センター

• 総合食品研究センターで育種した酵母を使用して、
2段発酵で濃度１０％強達成

（従来の発酵技術は５％）

• 他の取組：

稲わらを原料とするバイオエタノール実証事業

場所：大潟村

実施期間：H20～Ｈ２４年

実施機関：秋田県農業公社、カワサキプラントシステムズ
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県の施策 ー 現状と課題ー
（第２期ふるさと秋田元気創造プラン素案より）

• 人口減少と少子高齢化の急速な進展

• 厳しい経済雇用情勢と労働生産性の低い産
業構造

• 県民生活の安全・安心の確保と人材育成の
必要性
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県の施策 ー目指す姿と３つの元気ー

• １０年後の目指す姿
「日本に貢献する秋田、自立する秋田」を目指
し、「高質な田舎」を実現

• 秋田に“３つの元気”を創造
①元気Ａ 「資源大国」の強みを活かし、 成長する秋田

②元気Ｂ 魅力づくりと基盤整備による 「交流」盛んな秋田

③元気Ｃ 多様な「人材」を育み、誰もが「安心」して暮らす秋

田
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県の施策 ー６つの重点戦略ー

1. 産業構造の転換に向けた 産業･エネルギー
戦略

2. 国内外に打って出る攻めの農林水産戦略

3. 未来の交流を創り、支える観光･交通戦略

4. 元気な長寿社会を実現する健康･医療･福
祉戦略

5. 未来を担う教育･人づくり戦略

6. 人口減少社会における地域力創造戦略
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産業構造の転換に向けた 産業･エネルギー戦略

1) 企業の経営基盤の強化と地場産業の振興

2) 秋田の成長を牽引する企業の育成と成長分
野への新たな事業展開

3) 「新エネルギー立県秋田」の創造と環境・リ
サイクル産業の拠点化

4) 海外取引の拡大と産業拠点の形成

5)秋田の産業を育成する人材の育成
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2) 秋田の成長を牽引する企業の育
成と成長分野への新たな事業展開

①中核企業の育成と技術イノベーションの創出

②自動車関連産業と航空機関連産業の振興

③医工連携による医療機器関連産業の育成

④電子部品・デバイス産業の技術力を活かした新た
な事業展開

⑤付加価値の高い情報関連産業の確立

⑥起業の促進と商業・サービス業の振興

⑦産学官の多様な連携・交流による新技術・新製品
の開発
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⑦産学官の多様な連携・交流による
新技術・新製品の開発

「産学官連携によって科学技術イノベーションを
興し、新技術・新製品が開発して、地域に新
事業・新産業を創出したい」

• 仕掛け

①秋田産学官共同研究拠点センター整備と秋
田産学官ネットワーク運営

②産学官連携に必要な競争的研究開発資金
の提供
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①秋田産学官共同研究拠点センター
整備と秋田産学官ネットワーク運営

1)秋田産学官共同研究拠点センター
・（独）科学技術振興機構（JST)の事業により、秋田
大学ベンチャーインキュベーションセンター内に平
成２２年整備 共同利用できる２８の研究機器を設
置

2)秋田産学官ネットワーク
平成23年4月、県内の企業、大学や公設試等で構成
される「秋田産学官ネットワーク」を立ち上げ、商工
団体、企業団体、大学等および県内の産業支援機
関など３３の団体等が参画
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秋田産学官ネットワークの活動

• 産学官連携コーディネータによる研究シーズ
と企業ニーズのマッチング、競争的資金獲得
支援、事業化支援

• 課題共有のためコーディネータ会議開催

• 産学官交流プラザを開催し交流の場を提供

（年５回）

• 産学官連携フォーラムを開催し、広く県民へ
もアピール（年１回）
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②産学官連携に必要な競争的研究開発資金
の提供 （産学官連携促進事業）

産学官連携コーディネータによる活動、産
学官交流プラザ及び産学官フォーラム開
催

県内の研究機関、企業等の総合力
を発揮できる環境づくり

研究ステージに応じた競争的研究資金の
提供

新規事業化支援や国の大型資金獲得支
援 イノベーション創出のきっかけづくり

従来の組織や産業分野の垣根を越
えた横連携促進
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県が目指す地域イノべーションとは

産学官の連携（地域の総合力を結集）

↓

共同研究開発により新技術・新製品開発

↓

新事業・新産業創出

↓

地域経済の活性化

↓

雇用増大

↓

誰もが安心して暮らせる秋田の創出 26

時間が許せば
（エールにかえて）

• 信頼される人（自己確立）

①信用される人

②信頼される人

• 他人の笑顔を自分の喜びとする（自他共楽）

・愛民愛郷の精神

• 人は何歳からでも変われる
心が変われば行動が変わる 行動が変われば習慣が変わる

習慣が変われば人格が変わる 人格が変われば運命が変わる
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